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はじめに

芥川龍之介 (1892～ 1927)の作品「トロッコ」は、大正11(1922)年 3月 1日 発行の雑誌「大

祝」 (実業之日本社)に発表されたのが初出である。翌年の大正12(1923)年 5月 18日 に刊行さ

れた創作集『春服』に収載されたものが初刊本となる。芥川の作品「トロッコ」は、発表以来

数多くの書物に収められ、読み継がれてきている作品の一つである。

作品中の「軽便鉄道敷設」とは、神奈川県小田原と静岡県熱海間を結ぶための線路敷設工事

を指している。雨官敬二郎によって設立された豆相人車鉄道株式会社は、明治28(1895)年 7

月に熱海―吉浜間で営業を開始し、翌29(1896)年 3月 には小田原―熱海間を開通させ、同区

間を約四時間で結んでいた。その後、明治41(1918)年 7月 に豆相人車鉄道株式会社は、軽便

鉄道に転身し、小田原―熱海間を約三時間で結び時間短縮を図つている。つまり、作品中に登

場する「軽便鉄道敷設」は、この人車鉄道から軽便鉄道への切り春え工事のことである。この

小田原と熱海を結ぶ軽便鉄道の起点は、神奈川県小田原市西海子 (さ いかち)小路の西の突き

当たりに位置していた。小田原―熱海間は、地勢学的にも起伏の激しい地形が連続して存在し

ており、約26kmの距離を有していた。

芥川の作品「トロッコ」には、ベースとなる素材が存在していた。その素材は、芥川龍之介

に憧れて上京し、芥川と知遇を結んでいた神奈り|1県足柄下郡吉浜村 (現、神奈りII県足柄下郡湯

河原町吉浜)出身の力石平蔵 (平三)から得たものであった。

戦後中学校国語教科書教材としては、昭和25年版の秀英出版 (中学2年生用)、 三省堂出版 (中

学1年生用)、 大修館書店 (中学1年生用)をはじめとして、以後長年掲載され続けている。また、

「トロッコ」は、中学校国語教科書教材としてだけでなく、小学校国語教科書教材としても、

昭和36年から昭和39年まで光村図書 (小学6年生用)に掲載されていた時期も存在していたの

である。

芥川龍之介の「トロッコ」については、拙稿「中学校国語教科書教材研究」において、作品

「トロッコ」の成立過程、登場人物としての土工たち、念願のトロッコ、良平の苛立ちと不安

について考察してきている。

そこで本稿では、「芥川龍之介研究」の一環として、芥川の作品「トロッコ」の考究を通し、
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土工たちから告げられた「ある言葉」、良平の危機意識、「ある言葉」は、土工たちの「裏切り」

なのか、良平の自省と決断について考察を進めていくものとする。

I.土工たちから告げられた「ある言葉」
二軒目の茶店の前で、再度一人きりで残された良平は、 トロッコに腰を掛けながら、家に帰
ることばかりを気にしている。この時の良平は、ただ漫然と腰掛けていることもできず、立ち

上がって「トロッコの車輪をけってみたり」、「一人では動かないのを承知」で、「うんうんそ

れ (ト ロッコ)を押してみたり」して気を紛らわせているしかなかったのである。本文では、

次のように記している。
D

その坂を向こうへ下りきると、また同じような茶店があつた。土工たちがその中へ入った

あと、良平はトロッコに腰を掛けながら、帰ることばかり気にしていた。茶店の前には花の

咲いた梅に、西日の光が消えかかつている。「もう日が暮れる。J――彼はそう考えると、ぼ

んやり腰掛けてもいられなかった。トロッコの車輪をけってみたり、一人では動かないのを

承知しながらうんうんそれを押してみたり、ニニそんなことに気持ちをまぎらせていたp

ところが土工たちは出てくると、車の上のまくら本に手を掛けながら、無造作に彼にこう

言った。

「われはもう帰んな。おれたちは今日は向こう泊まりだから。」

「あんまり帰りが遅くなると、われのうちでも′心配するずら。」

良平は一瞬間あっけにとられた。もうかれこれ暗くなること、去年の暮れ母と岩村まで来

たが、今日の道はその三、四倍あること、それを今からたった一人、歩いて帰らなければな

らないこと、一―そういうことが一時にわかつたのである。

二軒目の茶店から出てきた土工たちは、日没が迫り内心帰路の心配をしている良平に対し、

無造作に「ある言葉」を告げる。すなわち、土工たちの投げ掛けた「ある言葉」とは、「われ

はもう帰んな。おれたちは今日は向こう泊まりだから。J「あんまり帰りが遅くなると、われの

うちでも心配するずら。Jと いう発言がそれである。

田近洵―は、この土工たちの発言について次のように述べている。'
二人の土工はやさしく親切だつた。彼らは最初から快く良平を受け入れてくれたし、「新

聞紙に包んだ駄菓子」もくれた。最後まで思いやり深く、「あんまり帰りが遅くなると、わ
｀

れのうちでも心配するずら。」といって、良平の身を案じてもくれた。思えば誠実な人がら

のふたりであり、もちろん、何の悪意もあろうはずはなかったが、にもかかわらず、良平は、

結果としてひとりほうり出されることになった。「われはもう帰んな。おれたちは今日は向

こう泊まりだから。Jということばは、良平にとって冷たい他人のことばだったのである。

いい人たちなのに、深いところでは結局他者でしかない二それは良平にとっては初めての他

者経験だったともいえよう。

1田近は、良平に対し土工たちは「最後まで思いやり深」かったとしながらも、「結果として」

良平は、「ひとりほうり出されることになった」と捉えている。良平にとつて土工たちの言葉は、

「冷たい他人のことばJであり、「いい人たちなのに、深いところでは結局他者でしかない」と

いうことを知つた「初めての他者体験」であったと述べている。

また、日島伸夫は、この場面について次のように述べている。
め

この土工たちは、“帰ることばかり気にしていた"良平、「もう日が暮れる」と考え、“ぼ



芥川龍之介研究

んやり腰掛けてもいられなかった。トロッコの車輪をけらてみたり、一人では動かないのを

承知しながらうんうんそれを押してみたり、一―そんなことに気持ちをまぎらせていた。"

という良平の心を察するどころか、逆に冷たく突き放す。(中 略)土工たちはうわべはや
さしく親切な人物に描かれている。 トロッコを押させてくれたし駄菓子もくれた。良平を案
じるようなことばもかけてくれた。ところが、そういう言葉や行為を別にして、結果から考

えてみるとどうだろう。(中 略)やさしく親切だと信じていた土工たちに裏切られ、他人
の冷たさを初めて知った体験である。

ここで田島は、「土工たちはうわべはやさしく親切な人物」として描写されているが、結果

論として良平は、その Fや さしく親切だと信じていた土工たちに裏切られ、他人の冷たさを初

めて知った体験」であったと把捉している。つまり、良平にとつて土工たちのこの言葉は、「裏

切」りの言葉であり、「他人の冷たさ」を思い知らされた発言であつたと主張している。

さらに、関口安義は、この場面の良平について次のように述べている。°

良平の恐れと悲しみは、突如襲つてくるも「行く所まで行き着かなければ……」と考えて

いた良平に、茶店から出てきた二人の土工は、「われはもう帰んな。おれたちは今日は向こ

う泊まりだから。」とそっけなく言う。これまで「何だか親しみ易いやうな気」がして、「優

しい人たちだ」と信じて行動を共にしてきた大人たちから不意にこう言われ、良平は裏切ら

れたように思う。それゆえ「あんまり帰りが遅くなると、われのうちでも心配するずら。」

という一見親切そうなことばも、今や良平の気持ちには素直に入っていかない。自分の気持

ちの通じない断絶の悲しみである。

ここで関口も、土工たちに帰るように告げられる前まで、良平は土工たちのことを「『何だ

か親しみ易いやうな気』がして、F優しい人たちだ』と信じて」いたからこそ「行動を共にし

てきた」のであると考えている。しかし、そうした土工たちに帰るように告げられた良平は、

「裏切られたように思う。Jと捉えている。さらに、この上工たちの言葉は、「良平の気持ちに

は素直に入ちていかない。自分の気持ちの通じない断絶の悲しみである。」と、関回は述べて

いる。

以上のように先行研究では、先の田近や田島と同様に関口も、土工たちは、「ある言葉」を

告げるまでは優しい存在であつたのにも拘わらず、突然帰るように通告した土工たちの「ある

言葉」は、良平にとって「冷たい他人の言葉」であり「裏切り」の言葉となったという見解を

示している。

しかし、ここで考えたいのは、本当に土工たちの「ある言葉」は、良平にとって全く予期せ

ぬ突然の通告であつたのであろうか、ということである。なぜなら、この時の良平は、自らに

迫り来る危機に対しヽ 決して無自覚かつ漫然と時間を過ごしていたわけはなかったと考えるか

らである。

Ⅱ 良平の危機意識
(1)良平の心の変化

良平は、一軒目の藁屋根の茶店の場面及び二軒目の茶店の場面よりかなり以前の段階で、自

分自身の中に危機意識を抱いている。二人の上工に話し掛けトロッ`コを押す許可を得た上で、

一緒にトロッコを押し続けて登り詰めた「みかん畑の間」を下つてトロッコが停車した「竹や

ぶのある所」を境に、良平の気持ちに変化が認められるからである。
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すなわち、「竹やぶのある所」以前の良平の気持ちは、急勾配の登り坂であらてもトロッコ

を押すことができる喜びや満足感で膨れ上がっていたが、「竹やぶのある所」以後、良平の気

持ちは次第に減退し萎んでいくことになる。なぜなら、これまで良平は、 トロッコの重みにつ
いて何も形容していなかったが、この場面ではじめて「重いトロッコ」と表現し、 トロツコを
押す良平の意識と姿勢が、ここにきて初めて下向きになったと考えられる言語使用をしている

ことからも窺い知ることができる。また、「竹やぶはいつか雑木林」となり、さらに「高いが

けの向こうに、広々と薄ら寒い海が開けたJ場面において、「あまり遠く来すぎたことが、急

にはっきりと感じられた。」と良平自らが自覚しており、良平の思考の中に「明確な不安」が

認識されていることが看て取れる。これ以降、良平の心の中に不安と苛立ちは募り、さらに増

幅され、二軒目の茶店での上工たちから告げられる「ある言葉」を聞くこととなるのである。

(2)良平の深層
二軒目の茶店の前で、再度一人きりにされた良平の焦りについて、稿者は次のように述べて

いる。°

二軒目の茶屋に入つた後の二人の土工の様子は、詳しく描写されていない。先の一軒目の

茶屋では、障L飲み子をおぶった」女将さんを相手に、「悠々と茶などを飲み始めた」土工た

ちの姿が、 トロッコの傍らで待つ良平の視線で細かく描写されていたが、この二軒目の茶店
の上工たちの様子は、物理的に良平の位置から窺い知ることができないためか、一切描写さ

れていない。トロッコの傍らに腰掛ける良平の位置からでは、実際に茶屋の中を見通すこと

ができないのかもしれない。トロッコに腰掛けながら良平は、茶店の前には花の咲いた梅の

本があり、その梅に射す「西日の日が消えかかってい」ることを漠として見つめている。そ

して、「もう日が暮れる。」と深奥から実感するのである。

良平は、ただ漫然と腰掛けていることができずに、立ち上がって「トロッコの車輸をけっ

てみたり」、「一人では動かなぃのを承知」で、 トロッコを「うんうん」と「押してみたり」
して気を紛らわせているしかないのである。この時点でも良平は、一人で家へ帰ろうとして

いない。良平の脳裏では、土工たちと一緒に帰れないという可能性が次第次第に高くならて

きているのではないだろうか。それと同時に、土工たちと一緒に帰れないことを無意識のう

ちに打ち消したい、受け入れたくないという思いのもう一人の良平が、良平自身の中に存在

していたと考える。

良平は、土工たちと一緒に帰れないかもしれないという危惧が自分自身の中で徐々に膨ら

み、それがもし現実となった時に、これから自分自身が遭遇するであろうと思われる苛酷な

行く末を思い浮かべるたびに、そうしたことはどうか起こらないで欲しいという思いで、必

死になつてそれを否定し、またそれを遠ざけようとしていたのではないだろうか。

そのような状態にあったからこそ良平は、これまで幾度も機会があつたのにも拘わらず、

トロッ_●の行き先や帰り路のことについて、土工たちに尋ねることが出来なかったのではな

いか。もし自分が土工たちに行き先や帰り路のことを尋ねてしまったならば、土工たちが自

分自身と一緒に帰らないことが明晰判明になることを避けたいがために、間うてみたい。開

いてみたい思いを必死に抑え込みながら、その問いを無意識のうちに否定してきたのである。

もう少し踏み込んで考えると、良平は、意識的にその問いを打ち消しt飲み込んできていた

のかもしれない。

つまり、良平はt土工たちと一緒に帰ることが出来ないということが現実となってしまう
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ことに対する恐怖心ゆえに、不安が募つても焦りが生じても、決して土工たちに行き先や帰

り路のことを問いかけたりすることが出来なかったのではないかと考えるのである。

ここでは、良平の思考の中に、土工たちと一緒に帰ることができないかもしれないという危

惧が徐々に大きくly/ら んでいたのではないかと捉えている。良平は、自分自身の危惧が現実と

なってしまった時に自分自身が道過するであろう苛酷な行く末を思い浮かべるたびに、必死に

なってそれを否定し、そうした思いを遠ざけようと滞在意識の中で忌避していたのではないだ

ろうか。土工たちが「ある言葉」を告げた時とは、良平にとって全く予期せぬ突然の通告がな

された瞬間ではなく、懸命に自分自身の中で忌避してきた予感が、現実のものとなってしまっ

た瞬間であったと考えることはできはすまいか。土工たちとの道行きの中で、良平の胸中に芽

ばえた危機感が徐々に顕在化し、土工たちへの懐疑心、良平の苛立ちと焦りへと繋がる良平の

心理の深層がその根拠である。

Ⅲ 「ある言葉」は土工たちの「裏切り」なのか
(1)土工たちの申し合わせ
ここでは、二人の上工たちの「ある言葉」は、果たして良平に対する土工たちの「裏切り」

なのか、について考察していきたい。

本文では、二軒目の茶店における良平に対する土工たちの言葉について、次のように記して

νヽる。°

ところが土工たちは出てくると、車の上のまくら木に手を掛けながら、無造作に彼にこう

言った。

「われはもう帰んな。おれたちは今日は向こう泊まりだから。」

「あんまり帰りが遅くなると、われのうちでも心配するずら。J

土工たちのこの言葉は、二llJ目 の茶店から出て来て直ぐに、良平に告げられている。一人の

土工が良平に告げたという可能性もなくはないが、一つ目の会話文と二つ目の会話文が同じ段

落で連結しておらず、それぞれ別段落で記されていることから、二人の土工が各々連続して良

平に告げたと考える方が自然であろう。すなわち、二人の上工の一方が、「われはもう帰んな。

おれたちは今日は向こう泊まりだから。」と自分たちの今後の予定を知らせ、もう一方の上工が、

「あんまり帰りが遅くなると、われのうちでも心配するずら。」と帰宅時間が遅くなり過ぎると

良平の家族が′さ配するという発言をしているのである◇

「われはもう帰んな。Jと いう土工の言葉は、先の「『いつまでも押していていい ?』 『いいと

も。』」という良平との約束を意識した発言でもある。土工たちには、良平にこの言葉を告げる

前、二軒目の茶店での休憩の合間に良平のことが話題になり、良平の今後について事前に思案

していたのではなかろうか。

土工たちの「われはもう帰んな。おれたちは今日は向こう泊まりだから。」と「あんまり帰

りが遅くなると、われのうちでも心配するずら。」という発言は、簡潔かつ論理的であり、説

得力を伴つた言語表現である。二軒目の茶店から出てきた土工たちの一人が、 トロッコの傍ら
で待つ良平を見て、直感的に、そして瞬時に発言したものであれば、相方の上工の反応にも「そ

う言えばそうだな。」等の「合いの手」が入るはずであろう。しかしここでは、土工たちの最

初の発言である「われはもう帰んな。おれたちは今日は向こう泊まりだから。」と、次の発言

である「あんまり帰りが遅くなると、われのうちでも心配するずら。」との会話の間に、暇や
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澱みが認められない。二人の土工たちの間には、良平の今後について、事前に何らかの申し合

わせの時間的空間が存在していたと考えられるのである。

(2)「通告」なのか「忠告」なのか

西垣 勤は、「ある言葉」を告げた二人の上工たちと良平との関係について、次のように述べ

ている。
つ

土工たちは、次の茶店にも入る。「茶店の前には花の咲いた梅に、西日の光が消えかかつ

ている。」、良平は、「もう日が暮れる。」と思い、居ても立ってもいられない。そして突然、

「われはもう帰んな。」と言われる。土工たちにとらては半ば面白がって連れてきたものの、

面倒になったのだ。田近洵一氏が「初めての他者体験だつた。」と言うが、そこまで土工た

ちに対しても、良平は、一体感を持つどころの状態では既になかったろう。

ここで西垣は、良平を「半ば面白がつて連れてきたものの、面倒になったのだ。」として、

土工たちの行動様式を説明している。土工たちが、良平からの申し出があったからとはいえ、

長時間トロッコを押させながら帯同させてきたことは事実である。

これより前の一軒目の「わら屋根の茶店」の場面において、良平の存在が全く土工たちの眼

中になかったわけではない。この場面ではむしろ、土工たちが、良平に対する一定の配慮を見

せる部面も存在する。巻きたばこを耳に挟んだ土工 (その時はもう挟んでいなかった)が、「茶

店を出てきしなに」、 トロッコの傍らにいる良平に対し、新聞紙に包んだ駄菓子をくれている。
巻きたばこの男は、茶店から「出てきしなに」良平に駄菓子を渡している様子から、「偶然J

に駄菓子をくれたのではなく、前もってトロッコの傍らにいる良平に駄菓子をやろうという心

積もりをした上での所作であつたと解することができる。「新聞紙に包んだ駄菓子」という表

現は、土工たちが休憩中に「乳飲み子をおぶったかみさん」に依頼し、駄菓子を入れた「包み」

を用意してもらっていたとも考えられるからである。             ヽ

こうして見ると、土工たちのこの言葉は、良平との「『いつまでも押していていい ?』 『いい

とも。』」という良平との約束を破棄することにはなるが、それは良平の今後のことを案じた当

然の発言と言える。土工たちは、むしろ良平自身の回から帰宅することを告げる申し出を待つ

ていたのかもしれない◇土工たちの「ある言葉」は、遅きに失した感は有るが、「裏切り」で

はなく、良平の帰り道を心配した「忠告」であつたと考えられるのである。問題となるは、土

工たちが「今日は向こう泊まり」であることを知らずに、帰りたいと言い出せずに焦りながら

待ち続けている良平の気持ちが土工たちには伝わっていないことなのである。二軒目の茶店を

出てきた土二たちがt良平に告げる際の様態を示す「無造作に」という言語表現に留意したい。

良平と土工たちの両者間における危機意識の懸隔は、土工たちのこの言葉が二軒目の茶店に休

憩に入る前ではなく、二軒目の茶店から休憩を終えて出てきた直後に告げられたことからも窺

υま日ることができよう。

Ⅳ 良平の自省と決断                   ヽ

(1)自己責任
二軒目の茶店での休憩を終えた後、土工たちに「われはもう帰んな。」と「無造作に」告げ

られた良平は、二瞬呆気にとられながらも毅然とした決断を下すことになる。本文では、この

場面にういて次のように記している。
D

良平は、一瞬間あつけにとられた。もうかれこれ暗くなること、去年の暮れ母と岩村まで
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来たが、今日の道はその三、四倍あること、それを今からたった一人、歩いて帰らなければ

ならないこと、一―そういうことが一時にわかつたのある。良平はほとんど泣きそうになっ

た。が、泣いてもしかたがないと思った。泣いている場合ではないとも思った。彼は若い二

人の上工に、取つてつけたようなおじぎをすると、どんどん線路伝いに走りだした。

増淵恒吉は、この場面の良平の気持ちについて次のように述べている。9

麦藁帽子の土工といい、この二人の土工といい、悪玉としては描かれてはない。一人から

良平は怒鳴られ、二人の土工からも無造作に予期しない「帰れ」とυヽうことばを言われる。

しかし、悪質な人間ではない。とくに、後者の場合、情理兼ね備わつたことばである。前者

といえども、その土工にとつて職業の上で大事なトロッコを子供たちに勝手に動かされては、

たまったものではない。(中 略)ただ、良平の主観にとつて、前者は、いかにも意地悪そ
うな土工であり、後者の二人が、期待はずれのそっけない土工として映ったというにすぎな

い。良平に即して言えば、良平をこうした不安・恐怖に導いたのは、良平が自らトロッコに

夢中になったそのこと自体であつたのであり、誰にもその責めを転嫁することはできないの

である。

ここで増淵は、二人の上工たちからの「無造作に予期しない『帰れ』ということば」は、「情

理兼ね備わったことばである」と把捉し、その発言の妥当性を主張している。また、「良平を

こうした不安・恐怖に導いた」のは、他の誰でもなく、「良平が自らトロッコに夢中になった

そのこと自体であつたのであり、誰にもその責めを転嫁することはできない」と指摘している

のである。

良平と二人の土工たちとの出会いは、良平自らの「おじさん、押してやろうか。」という積

極的な投げ掛けを緒とするものであった。決して、二人の土工たちからトロッコを押してくれ

という依頼があったわけでもない。良平自らが、自分の意思で長時間トロッコを押し続け、乗

り続けて二軒目の茶店まで来てしまったことも事実である。このようにして考えると、良平は、

これまでの自らの言動に対し自責の念を感じていたと看取することもできる。

(2)何故、良平は泣いて救いを求めなかったのか
では、土工たちの言葉は、八歳の良平にどのような影響を及ぼしたのであろうか。この時の

良平は、自分自身の置かれている状況を必死に受け止め、認識しようと努めている。良平は、

「ほとんど泣きそうになった」が、泣いてしまってはいない。良平は、「ほとんど泣きそうになっ

た」ものの、涙が出る前に「泣いてもしかたがない」と思い直しているのである。では何故、

良平は泣いて土工たちに救いを求めなかったのであろうか。

田近洵―は、この場面の良平について次のように述べている。
1の

良平は、こういうことになろうとは夢にも考えていなかった。彼は必ず土工たちと同じ道

を引き返すものと思い込んでいた。二人の土工はやさしく親切だつた。彼らは最初から快く

良平を受け入れてくれたし、「新聞紙に包んだ駄菓子Jも くれた。最後まで思いやり深く、「あ

んまり帰りが遅くなるとわれの家でも心配するずら。」といって、良平の身を案じてもくれた。

(中 略)しかし、重要なことは、良平は決して土工たちを恨もうとしないということだ。
もちろん、自分がここまでついてきた軽率さを悔やもうともしない。ただ、一人になった′Ёヽ

細さやさびしさに耐えながら、家にむかって必死に走り続けるだけだったのである。

ここで田近は、「こういうことになろうとは夢にも考えていなからた。」とし、土工たちの言

葉が良平にとって予期せぬ突然の言葉として把握している。さらに、「必ず土工たちと同じ道

23
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を引き返すものと思い込んでいた。」とし、良平は土工たちと共に帰路に着くことに何の疑い

も持たずにいたと捉えている。こうした考え方に対する稿者の考えは、前節までにおいて少し

く論じた。

また田近は、土工たちに帰るよう告げられた後、良平は「決して土工たちを恨もうとしない」

とし、さらに「自分がここまでついてきた軽率さを悔やもうともしない」と述べている。田近

の主張する前者の「決して土工たちを恨もうとしない」については、一定の理解を示すことが

できるが、後者の「自分がここまでついてきた軽率さを悔やもうともしないJという点につい

ては、疑間を呈したい。

平岡敏夫は、この場面について次のように述べている。
n)

しかし、それでは若さの方はどうなるだろう。他者としての人間一般に還元できないもの

がここにはありはしないか。人歳ほどの子供がこれだけの道のりをこの夕暮れにひとり帰れ

るかどうか、といったところまで、二人の若さは行きとどかないのである。トロッコを押さ

せたり、駄菓子をくれたり程度はできるが、若さというものは物事を自分にひきつけてしか

考えられず、せいぜい「あんまり帰りが遅くなると、われのうちでも心配するずら。」程度

であり、幼い子供にとっての距離や時間についてはそれほど深く考えられないのである。

若い土工のことばを人間一般に拡大できぬことはないが、若さ故の無自覚・無分別と読む

のが自然であり、それだからこそ土工をうらむなどといった次元にならずに 〈実は良平のみ

ならず私たち読者もそうではないのか)、「良平は殆ど泣きさうになつた。が、泣いても仕方

がないと思つた。泣いてゐる場合ではないとも思つた。彼は二人の若い土工に、取つてつけ

たやうな御時宜をすると、どんどん線路伝ひに走り出した。」というふうに展開できたので

ある。

ここで平岡は、二人の上工の年齢の「若さ」に着目している。「八歳ほどの子供がこれだけ

の道のりをこの夕暮れにひとり帰れるかどうか、といったところまで、二人の若さは行きとど

かない」とし、良平に対する若い土工たちの配慮のない発言を指摘している。さらに、二人の

土工たちの言葉は、「若さ故の無自覚・無分別と読むのが自然であり、それだからこそ土工を

うらむなどといった次元にならずに (実は良平のみならず私たち読者もそうではないのか)」、

次の場面の「良平は殆ど泣きさうになつた。が、泣いても仕方がないと思つた。泣いてゐる場

合ではないとも思つた。彼は二人の若い土工に、取つてつけたやうな御時宣をすると、どんど

ん線路伝ひに走り出した。」へと展開できたとしている。

良平は、本当に「自分がここまでついてきた軽率さを悔やもうと」しなかったのであろうか。

良平は、自分自身がここまで土工たちに付いてきてしまった軽率さを、心奥から後悔していた

と考える。ここにこそ、良平が泣いて土工たちに救いを求めなかった理由が存在するのではな

かろうか。

弱冠八歳の良平が、鳴咽を漏らしながら取り乱し、泣き叫ぶことによって、これまで一緒に

なって懸命にトロッコを押してきた土工たちに、救いを求めることは可能であったはずである。

むしろそれが、土工たちの言葉に対する、人歳の良平の自然な反応ではなかろうか。しかしな

がら良平は、土工たちに一切救いを求めていないのである。

(3)自省と決断

良平は、二軒日の茶店までの土工たちとの道行きの中で、迷いや不安を抱き始め、次第次第

にその思いを膨らませてきた。つまり良平は、土工たちと一緒に帰れないかもしれないという
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危惧が自分自身の心奥で頭を撞げても、そうした危惧が現実となることを恐れるがため、必死

にそれを打ち消し、またそれを遠ざけようとしてきたのである。つまり良平は、迫り来る危機

に対して確かに察知しそれを認識していながらも、その危機を意識的に自分自身から遠ざけ、

それを認知しようとしない逃避行為を行つてきたのである。

こうした心理状態にあった良平は、これまで幾度も機会があったにも拘わらずt トロッコの

行き先や帰り道のことについて、一度たりとも土工たちに尋ねることをしていない。いやむし

ろ、土工たちに尋ねることを敢えてしようとしない弱い良平がそこに存在していたのである。

しかし、これまで、良平自身の心の奥底に隠蔽し回避してきた自らの心のFr●弱さや判断の甘さ

は、土工たちのこの言葉によって白日の下に晒されることになる。この場面の良平には、自分

自身の熟慮の足りなさや他者への甘え、一方的かつ過大な土工たちへの期待に対する自省の念

が存在すると考える。

土工たちの言葉を聞いた良平は、自らの置かれた状況を十分理解した上で、冷静沈着な判断

を下すことになる。良平は、「一瞬間あつけにとられ」ながらも冷静に現実を受け止め、帰路

に関する三箇条の状況判断を行っている。すなわち、一つ目が「もうかれこれ暗くなること」

という時間に関する事項、二つ目が「去年の暮れ母と岩村まで来たが、今日の道はその三、四

倍あること」という距離に関する事項、三つ目が「今からたった一人、歩いて帰らなければな

らないこと」という帰路の同行人数と交通手段に関する事項がそれである。良平は、帰路に関

する三箇条の状況を「一時にわかつた」としており、自分自身が置かれた状況を明晰に分析し

決断を下しているのである。

良平が、土工たちに「ある言葉」を告げられ、あっけにとられた「一瞬間」は、良平自身の

中で、これまで自らの力で解決すべき問題を安易に他者の力に期待・依存することにより、そ

の問題から逃避してきた受動的な良平力ゞら、能動的な新しい良平へと脱皮した瞬間であると言

える。まさにこの「一瞬間」は、良平が自らその問題と真正面から対峙し、積極的に自らのカ

で解決しようとする自己解決力が具備され、新生の良平へと一歩踏み出した瞬間であつたので

ある。

つまり、良平自身が、これまでの自分自身の優柔不断な行動を見つめ直し、二人の土工たち

への身勝手な期待や依存によつて自ら解決すべき問題を意識的に遠ざけ回避してきた行為を正

し、今後再び同じ轍を踏まぬように厳重に自らに言い聞かせた戒慎の瞬間であつたと考えるの

である。
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A Researching Ryunosuke Akutagawa

through Japanese Language Teaching Materials "Torokho"

Hiro面 OHTSUKA

(Rece市 ed October l,2015)

Abstract

Ryl■nosuke AKUTACAWA(18921927)was born in Tokyo Prefecture The arst recorded

example of hs work ■brο力λο ran h March 1922 edit10n Of 7し 流αれ Later,in h/1ay1923,he

had his irst work,動 roたたo Offlcially published A fuller,revised version Toroλ λο was

included

The textbook version of Torohho was published by Syuuei Tosho Pubtication in 1950 . It
was selected for the first time as a teaching material for students aged 14 years or older.

Since 1950, the textbook has been reprinted a number of times.

The main issues examined in the research of Ryunosuke Akutagaw4 were the historical

backdrop that the story was set against; the differences between the characters in the

original version of Torokho and those in the school textbook version.


